




 

はじめに 

 香川県は昭和 50年 5 月、香川小児病院の発足に伴い小児病院を中心とした新生児医療の

地域化がなされてきた。その結果昭和 50 年 9.7と全国最高であった新生児死亡率はしだい

に低下し、昭和 54年には 4.2 と全国で 3番目まで低下した。しかし、その後新生児死亡率

は改善されず、昭和 56 年には 5.0 となり全国平均を上まわった(図 1)。 

 今回、その原因究明の一つとして、香川県の昭和54 年から 56年までの 3年間の全新生

児死亡を香川県の協力を得て死亡表から調査検討した。 


